
日本交通心理学会入会申込書、記入上の注意 

 
１． 記入欄はもれなく記載してください。 

 

２． メールアドレスは、申請者が日常的にお使いのものをご記入ください。 

 

３． 学歴、研究歴、実務歴について、大学院生・研究者にあっては大学卒業以降、大学生・実

務者にあっては高校卒業以降を空白年度がないようにご記入ください。 

 

大学院生の例） 

 20XX年：○○大学○○学部卒業 

 20XX 年：○○大学大学院○○研究科修士課程入学 

 20XX 年：同大学院修士課程修了 

 20XX 年：○○大学大学院○○研究科博士後期課程進学 

      現在に至る（○○研究室所属、○○の研究に従事） 

実務者の例１） 

 19XX年：○○高校卒業 

 19XX 年：○○大学○○学部入学 

 19XX 年：同大学卒業 

 19XX 年：○○株式会社入社 

      現在に至る 

      20XX～20XX年：○○部署にて○○の業務に従事 

実務者の例２） 

19XX年：○○高校卒業 

 19XX 年：○○自動車学校入社 

 20XX 年：教習指導員資格取得  

 20XX 年：技能検定員資格取得 

習熟指導員、高齢者講習、運転適性検査、取消処分者講習指導員など 

 

４． できるだけ１ページに収まるようご記入ください。どうしても収まらない場合は、裏面を

用いても構いません。 

 

５． 日本交通心理学会の「プライバシーポリシー」について内容を確認してください。 

 

６． 大学生・大学院生で「学生会員」をご希望の方は、この入会申込書とともに、大学機関の

発行する「在学証明書」をご提出ください（次年度以降継続にも在学証明書が必要で

す）。 

 

７． 推薦者がいらっしゃらない方は、2ページ目に必要事項をご記入の上、推薦者欄は空欄の

まま事務局までお申し込みください。記入内容によっては、電話での面談を求める場合が

あります。 



日本交通心理学会入会申込書 
以下の空欄に必要事項をご記入の上、ご署名をお願い致します。 

ふりがな  
     （西暦） 
生年月日      年   月   日 氏  名  

住  所 
〒   － 

  
 

 

 

 

 

電 話   －  － 

メール 
アドレス 

 

勤務先 

ふりがな  

職 名  名 称  

所在地 
〒   － 

 

電 話       －    －       

郵送物送付先 ☐自宅宛  ☐勤務先宛 

推 薦 

理 由 

 推薦者名 
（推薦者自筆署名） 

推薦者所属  

推薦者は本学会入会後、３年以上経過している必要があります。推薦者がいらっしゃらない場合、次ページもご記入ください。 

入会目的 
（具体的に） 

 

学歴 
研究歴 
実務歴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関心のある 
研究テーマ 

 

 

日本交通心理学会プライバシーポリシー（ https://www.jatp-web.jp/wp/wp-
content/themes/jatp/pdf/privacy_policy.pdf ）に同意の上、日本交通心理学会への入会を申し込

みます。 
（西暦）    年   月   日 

氏 名                （申請者自筆署名） 

https://www.jatp-web.jp/wp/wp-content/themes/jatp/pdf/privacy_policy.pdf
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-content/themes/jatp/pdf/privacy_policy.pdf


推薦者がいらっしゃらない場合、下記の経緯・抱負にご記入の上、チェックボックスにチェック

をお願いいたします。 
※推薦者がいらっしゃる場合、下記全て記入不要です。 
 
本学会をお知りになった経緯 

 

 
入会希望理由と入会後の抱負 

 

 
本会の入会目的について、以下をご確認の上、チェックボックス内にチェックをお願いします。 
☐会則第 2 条に定める本学会の目的（この会は、交通諸問題について、心理学を中心として、そ

の近接科学を含めた研究を行うことにより、それらに関する理論を前進させ、その成果の実践

と啓発活動を通じて、交通事故の抑止とよき交通環境の建設に寄与することを目的とする。）に

賛同する個人又は団体です。※製品やサービスの宣伝・営業目的での入会はご遠慮ください。 
 
交通心理士資格について、以下をご確認の上、どちらかのチェックボックス内にチェックをお願

いします。 
☐交通心理士資格の取得は考えていません。 
☐交通心理士資格の取得を考えています。 

⇒ご経歴によっては交通心理士補資格認定試験の受験が必要であり、これに合格して「交通

心理士補」となった場合、5 年以内に少なくとも 1 件の研究発表が必要となることを認識

しています。 
 


